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異 文 化 コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン研 究 の視 点

　 　 　 　 　　‐ 多角的研究の課題‐
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はじめに

異文化 コミュニケーション研究 とは何か というテーマ

は、急速 に変化が求め られている今 日では、大 きな課題

になってきた。歴史上かつてなかった人口移動が余儀無

くされている現在で、地球的規模でマクロな面から観察

すれば、今ほど、異文化コミュニケーションの重要性が

問われることはかつてなかったであろう。また、 コミュ

ニケーション研究の領域は国際間だけの問題ではないと

いうことの理解 も必要になってきた。

異文化コミュニケーシ ョン研究の課題は山積 している。

異文化 とは何かの定義づけなしには異文化を語れないの

も事実である。「多文化 と他文化」の使い分けにも十分な

理解が必要である。コミュニケーション研究 といえば、

異 文 化 問 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン(Intercultural

Communication)な どが従来の大きな研究テーマであった。

文部省が10年 程前か ら提案 し、すでに中学高校のカ リ

キュラムで取 り入れられている英語教育 に関 しての、外

国語教育指導要領におけるオーラルコミュニケーシ ョン

A,B,Cな ども上げられるが、主にここで考えられて

いるコ ミュニケーションとは、英語教育のカリキュラム

に入れられたものである。オーラルコミュニケーション

Cはdebateを 教育するカリキュラムになっている。 しか

し、ここで最近 とみに問題 とされているのは、現代 の日

本人、特に若い世代の 日本人は、日本語です ら議論する

能力に欠けているというのに、英語で議論 とは、という

問題がマスメデイ アなどを通 じて多 くの人たちに批判 さ

れているのが現状である。近年は、言語活動における日

本語運用能力 を目指 した言語教育の基礎教育の重要性が

叫ばれて きた。そのような状況か ら見れば、日本 におけ

る英語教育は、何か重要なものを忘れて先走 っているよ

うな感もある。英語教育界 も国語教育界 も根底を流れる

言語教育の共通性を理解せず、互いに接点を持たず に教

育 しているということは不幸なことである。

図1は 現代の英語教育、 日本語教育、国語教育のそれ

図1現 代日本 における言語教育 の全体像(赤 坂1999)
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図2　日本語教育 ・国語教育 ・英語教育 の関係領域(赤 坂1999)

それが、何 ら言語教育の共通点を探 らず、単独 に行われ

ている典型 的な型 と言えよう。同 じ言語教育 というフ

イール ドの中にあ りなが ら、各々三者がそれぞれの有 り

方を表 している例である。図2は 、これら三者が現実に

言語教育上、共通する同 じフィール ドの中で、二者ある

いは三者が重な り合 う部分があることを示 している。こ

れらの重な り合う部分が言語教育の中で、科学的な教育

法 を生み出して行 く重要な部分ともなり得 るのである。

　 日常的な報道関係 においても、海外 との政治的な議論

などで起 こる諸問題 などが良い例である。常識や価植観

の全 く異なる国同志の政治折衝には困難を極めている。

ことばはもちろんの事、互いが他を理解 しようともせず、

ただ自己の持つ習慣や常識で対応 しているからであろう。

　 このように、ことば、習慣、常識は文化の重要な要素

である。 しか も、互いの文化を理解せず自国の文化 を押

し付けた折衝は困難をきたすだけである。

　 コミュニケーション研究に必要なのは、先ず己を知る

と同時に相手を理解することから始まる。問題は互いの

違いをどれだけ理解 し得るかにかかっているとも言える。

従って、今後 も増々変わりつつある時流 に適合 した異文

化コミュニケーション研究 と教育は不可欠になるであろ

う。

　 今 までのコミュニケーション研究は、主に国際的な背

景 を持った異文化の相違を視野 に入れた研究が、脚光を

浴びてきていたように思われる。勿論、語学教育の中で

のコミュニケーション教育は必要ではあるが、ややもす

ると、コミュニケーションという用語は、特に中学、高

校、大学などでの外国語教育だけに直結 した専門分野で

あるかのように、独 り立ちして取 り扱われている部分 も

あることは見逃せない。

　問題はミクロの中の異文化 コミュニケーション研究 と

教育を如何 に推進するかである。今 までは、異文化は自

国の中の至るところに存在 していることを見のが してい

た嫌いがある。 コミュニケーションに関わる研究課題に

は膨大 なものがある。例 えば、国際的な関係 におけるコ

ミュニケーシ ョン研究は勿論のこと、 ミクロの意昧での

内なる異文化理解 と研究が必須になる。すなわち、自国

内における地域的変化 による個々の文化 といわれる風俗

習慣 などの認識がそれらに当たる。 もっと狭い意昧での

定義では、自分の往んでいる地域、職場や企業、学校、

更には、友人関係におけるコミュニケーションから、そ

れぞれの家庭内における習慣や約束ごとなどがお りなす

異文化 も存在する。その他、異世代同士、健康 な人 と病

人なども考えられる。ここでは、これらを内なる 「多文

化」 と捉える。

　 ここで問題提起 したいことは、マクロから見れば ミク

ロかも知れないが、国際的なことを背景 とした問題だけ

ではなく、内なる異文化すなわち、自国内、地域内、職
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場企業内の分野別、教育の場、友人間、さらには家庭内

などにおけるコミュニケーシ ョン研究とそれら分野ごと

の整理が必要 となることである。このような点だけから

観察すれば、決 してミクロの異文化ではなく、個個人に

とってはマクロの異文化 とも感 じられる部分があるのか

も知れない。この小論では、今後最 も重要視 されると思

われる対人関係におけるコミュニケーシ ョン研究がどの

ような形で推進 されなければならないかを考察す る。

文化とは何か； 文化を形成するもの

　 コミュニケーションには文化 という用語 をきちっとし

た形で理解することが必要である。広辞苑(1)に よると

文化 を次のように定義 している。

「(culture)人間が 自然に手 を加えて形成 して きた物心両

面の成果。衣食住をはじめ、技術、学問、芸術、道徳、

宗教、政治など生活形成の様式 と内容 とを含む。文明 とほ

ぼ同義に用い られることが多いが、西洋では人間の精神

的な生活に関わるものを文化 と呼び、文明 と区別する。」

　 また岡部(2)(1996)は 文化 を次のように定義 している。

　 「文化 とは、ある集団のメンバーによって幾世代 にも

渡って獲得 され蓄積 された知識、経験、信念、価値観、

態度、社会階層、宗教、役割、時間、空間関係、宇宙観、

物質所有観 といった諸相の集大成であるといえよう。」

　両者 の定義 は結果的 には同様 の観念を持 っている。

従って、文化 とはそれぞれの民族が造 り出す観念的なも

のと言える。これらの観念的思考で物質的なものを創造

し、 目に見えるものを作 り上げていることになる。すな

わち、観念的な文化から物質的文化を形成 されていると

いえる。 とはいえ、民族的に異なる部分が多様に存在 し

ていて も、所詮、基本的には人間であるということが重

要 な点である。Carter(3)(1997)のThe　 lslnd　Modol　of

Intercultural　Communicationが 図3(八 代、、1998)のように

適格に文化を表 している。

　人間ひとりにたとえて見ると、顔、形 を持った人間の見

える部分は、どんな顔 をした人なのか とか、どんな洋装な

のかなどが明らかに判断できる部分ではある。しか し、

図3　 文化の島
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見えない部分 としては、その人がどんな事 を考えている

のかとか、どんな常識を持 ち、 どんな価植観をもってい

るのかなどが上げられる。人間の見 える部分は別として

も、見えない部分 を形成する大 きな要因は、かれらが ど

んな国に誕生 し、 どんな環境で どのように育てられるか

に大 きな原因があると考えられる。

コミュニケーションに現われる異文化

　 背景の異なる人 と生活 をした り、行動を共 にした りし

て感 じる大 きな点は、共 に持つ両者の常識が大きく異 な

る点であろう。互いが外国人同士であるなら、相手の相

違 に対す る受容性は容易 に考えられるかも知れない。し

か し、同 じ民族で顔形(4)(1993)が 似かよっているはず

なのに、両者にはどこか違 うんだとい うことを感 じるこ

とがある。これはアジア系の人たちの間で起こる問題で

ある。アジア系の顔 をしていても、上述のように互いに

異なった文化 を持っているから起 こる問題 なのである。

今 までの 日本の歴史を遡ってみても、 日本人 と同じ顔を

した人 と外国語で話すという経験はそんなになかったは

ずである。 日本人同士 と思われるカップルが中国語や韓

国語などではなく、英語や ドイツ語などの欧米語などで

話 している光景を見るのは、日本人にとっては極めて稀

なことであ り、驚 きでもあった時代が長かった。 日本人

であるな ら、特 に高齢者の場合、たいてい夕食に、和食

を食べたい というのが普通であろう。中国人ならどんな

に新鮮な野菜でも、油でいためなければ食べ ないという

ような習慣の相違が出て くる。また、中国人は北 と南で

は異なるが、西洋人のように室内で も靴 を履いたままの

生活をしていることを知れば、同 じ日本人の ような顔 を

していても、生活面での違った文化を発見することにな

る。欧米の国々で招待を受 け、訪問 した際、きれいなカー

ペ ッ トの上 を靴のままでどうぞといわれ、躊躇 したこと

のある日本人は筆者だけではあるまい。

　八代(5)(1998)が 述べているように、日常的な文化の

違いは、 どんなに小 さくても、それが蓄積すると大 きな

ス トレスにな り、私たちの精神状態 に影響 を与えること

になる。そして、それまで意識 していなかった身近で 日

常的な文化の重要性を思い知 らされるのである。近年で

は、 どこの国へ行っても日本食は食べ られるが、 日本食

を食べたいと思 うのが、正真証明の 日本文化 を背負 った

日本人であるという証拠 にもなる。

　 このように、見かけは同 じようであっても、生まれた

国や生活環境が異なると、互いに違った文化を背負 うよ

うになるのである。この ようなことの認識 なしに人を判

断するのは非常に危険と言えよう。



　　　 異文化は国際関係でのみ生まれる徴候か

　必ず しもそうではないというのが筆者の結論である。

異文化はどこにで も存在 しているのが事実である。 日本

国内でも、同じような異文化体験 を日常茶飯事の ように

経験 しているはずなのに、余 り実感 としては持っていな

いのが普通のようである。外国との関係で考えてみる と

理解が容易かも知れない。同じ日本であっても 「ところ

変われば、品変わる」の例えのように、同 じ日本国内に

おいて も異文化が多 々存在 している。 これを真の異文化

と見るか どうかについては議論のあるところかも知れな

いが、筆者の見解では、これは列記 とした「異文化」であ

ると解釈する。異文化は二つに分けて、一つは国際的関係

を背景 とした広義の解釈。もう一つ は内なる異文化、す

なわち隣の市町村 との相違、隣の家庭 との習慣 やルール

などの相違 も、狭義の異文化 とみなす ものと考えられる。

　 もう一つ考えなければならない問題として、コミュニ

ケーシ ョンはどんな場面でも使われている手段であるこ

とから、分野別コミュニケーションスキルズを考えなけ

ればならない。コミュニケーションはどんな日常の生活

範囲の中にも存在 している。 また社会集団と文化の関係

において も考慮 しなければならない。自分は他人とどれ

だけ共通の文化を所有 しているのかなどが考えられる。

今 日のように性別、年齢、職業、国籍に関係なく、コミュ

ニケーション上の問題が続発 してきているのであるか ら、

この分野での共通文化 と異った部分の文化の整理 をする

必要 も望 まれるところである。また、多発する残酷な犯

罪などの諸問題は、コミュニケーションの欠如 と切 り離

せない何かが原因していることも事実である。人間同士

の適切なコミュニケーションが取 られていたら、このよ

うに、過去 には存在 しなかった ような問題は起 こらな

かったのではないか とも考 えさせ られる。

　 さらに付 け加えたい ことに、Listening(聞くことへの理

解)が ある。Communication研 究でListeningが 如何に重

要なポイン トであるかが、今 日の教育の中ではListening

研究教育があまり行われていないきらいがある。今後は

Communication教 育の中で最 も重要な部分 になるであろ

う。

　　　　　 複雑化するコミュニケーシ ョン

　現代社会 におけるコミュニケーシ ョン行動が大きく変

化 していることに対 し、荻野(5)(1998)は その要因とし

て、国際化、情報化そして、対人関係の変化の三点を上

げている。

　今 日の社会では適切なコミュニケーションに欠けてい

たばか りか、多種多様 な前代未聞の社会問題が、国内で

は勿論のこと、世界のあちこちで発生 している。家庭内

暴力、幼児虐待などもコミュニケーションの欠如が要因

していると考えて も良い。

　 日本 の国際化は日に日に増化 している。現在では、日

本のどんな所へ行っても外国人との接触が余儀なくされ

てきている。異文化、多文化 を持つ外国人と触れること

により、日本人のコミュニケーション行動 も変わらざる

を得ない状態になっている。常識、習慣の異なる外国人

との接触で、異文化 コミュニケーション摩擦や、深刻な

問題 も起 こるのは当然の成 り行きである。情報 に関 して

もわれわれの 日常生活の コミュニケーション行動 に急速

な変化 をもたらしている。電子機器の発達は、従来の日

常生活の行動パ ター ンを完全に変えて しまった。パーソ

ナルコンピューターやインターネット、メディア等の利

用で、今までの時間的感覚は完全に変えられて しまった。

地球の裏側で、今、起 こっている紛争やナマの情報が、

日常茶飯事のごとくに手に入れられる。地球的な観測で

言えば、かつて存在 した地球上における時差はないもの

に等 しくなった。 どんな場合でも地球を現時点で捉える

ことが可能になった。通信の面でも例外ではない。どん

なに遠い外国にで も、いま流 した、あるいは今話 しかけ

たことに、す ぐ回答が得 られる時代に入 った。待つ必要

すらなくなって きているのである。このような情報の流

れは、われわれのコミュニケーション行動のあ り方に、

大きな影響 を与えたことは当然理解できる。 しか し、情

報化は確かにわれわれの常識 を飛び越え、便利な部分の

みが重宝がられてはきたが、対人関係 においては大 きな

問題を残 したことも事実である。情報化 による社会構造

の変化は、人間のこころを大 きく変貌 させた。

　 少子化、家族構造の変容、対人関係の希薄化 などが新

たな問題 として起 きてきたのだ。 また、都市化の進行が

起 きている。人は都市に流れ人口は都市に集中する傾向

は、全国津々浦々、至るところで起 きている。このよう

な人口の集中化 は地域社会を崩壌 し、人間関係 としての

コミュニケーション行動の希薄化 に拍車をかけてきたの

は大 きな問題である。

　　　　　　　　 多文化か他文化か

　恒吉(7)(1996)は 日本では、「多文化」の問題が 「他文

化」の問題だとされている感が少なくない と述べている

が、多かれ少なかれ当たっているようだ。 どこかよその

国で起 きている戦争は、われわれ日本人にとっては、遠

い存在で、実感としては大変なことだ とは感 じられない。

生活領域が異なるため、自分 とは接点を見出せないでい

る。ブラウン菅に現れる画面はよその出来事で、現実感

が伝 わってこないのである。グローバル化 した世界の中

にいながら、自分が世界の動 きと密接に関わり合い、そ

こで起 きていることに対 して、責任の一瑞を担 っている

のだという、実感がわきにくいことにもつながっている。
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　特にテレビなどで見る世界の動乱や事件 などは、やや

もすると、テ レビドラマの一部のようにしか受け取れな

い誤解 も生 まれる原因を生み出 しているように思える。

　多文化教育実践の第一歩は、国外の「他文化」と共に、国

内の 「多文化」を発見することから始 まるのではないか。

自分の地域に、学校 に、職場にどのような 「文化」 を背

負った人々がいるのか。彼 らは社会で どのような役割を

担 っているのか。それはどのような社会の仕組みを通 し

て行われているのか。こうした質問を自分 に投げかけな

がら、足元の 「多文化」を発見 し、そ して一枚岩に見 えた

「他文化」の中にも「多文化」を発見することか ら、身近

な多文化教育が始まるのだ、 と恒吉は言い切 っている。

　 「他文化」か ら 「多文化」への理解が必要で、自分でも

痛みを感 じられる人間教育が今後の大 きな課題で もある。

　　　　　　　　　　 おわ りに

　問題は山積 している。社会はまさに複雑化 していると

捉えることができる。 このような状態の中だからこそ、

人間としてのコミュニケーション研究 と教育の重要性が

叫ばれなければならない、と筆者は痛感 している。

　全章を通 じて、コミュニケーシ ョン教育の目的は、相

対的に誰とでも、 どんな分野の人とで も多角的に、 ここ

ろの通った対話(言 語活動)が できる適応性 を養うこと

であると言える。最近の若者のコミュニケーション活動

を見れば、多角的な人間関係の経験が乏 しくなってきて

はいる。また重層的な言語使用、いわば、相手によって

ことばを使い分けすることので きる訓練 も重要である。

これは現代の家族関係にも深 く依存 している。核家族か

ら派生する諸問題は、本来は、多 くの場合家庭でされる

べ き教育が、なされていないとい うところに原因が潜ん

でいる。 これか らの日本における多角的コミュニケー

ション研究教育が大いに期待 されるところである。今や、

教育を通 じて異文化理解を深めようとする試みは現代社

会の急務 と言っても過言ではあるまい。

【註】

　外国における古い日本語教材 にこんなのがあって驚い

たことがある。 日本間の座敷でお膳 を囲み、タ食のひと

ときを表 した挿絵に、下駄を履いたまま正座 し、食事 を

取っている光景 だった。昔 日本人は下駄を履いて歩いて

いたことは事実 としても、座敷で食事をする時 も下駄 を

履いたままの絵 を見せ られた ら、ああ、これが日本人の

実際の姿か と誤解 を招 く挿絵だった。
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